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〔編集後記〕 〔松井 敏幸〕

最近，小腸疾患の増加傾向が著しいが，その理
由として以下の 3つが挙げられる．第 1に小腸内
視鏡の著しい進歩により小腸疾患への関心が高ま
っていること，第 2に炎症性腸疾患のうち小腸に
病変を来す Crohn 病が増加していること，第 3
に高齢社会を反映し NSAID（nonsteroidal antiin
flammatory drug）や抗凝固剤を服用する機会が増
えたため，小腸の出血性疾患が増加しているこ
と，などである．それぞれが相乗的に作用して小
腸への関心が高まっている．さらに小腸内視鏡検
査のうち，カプセル内視鏡が保険適応になったこ
とも追い風になっている．最近，著しく小腸内視
鏡検査数が増加し，治療を要する疾患も発見され
つつある．わが国で開発されたダブルバルーン小
腸内視鏡も盛んに臨床応用がなされている．本号

では，以上の状況に即した小腸画像が綺羅星のご
とく掲載され，読者を魅了するものと思われる．
どの論文もその画像の特徴を生かして，説得力の
あるものが多い．これまで培ってきた小腸疾患診
断への情熱が今後もさらに高まり，有効な診断理
論へと発展することを希望する．治療に関しても
取り組みが進んでいる．すなわち，診断能力の向
上に伴い，内視鏡治療が可能となり，小腸疾患に
苦しむ患者さんに福音をもたらすことを期待して
いる．また，複雑な小腸疾患の本質が内視鏡画像
や生検組織診断とともに理解・解明されることに
も繋がってほしい．本特集号では，これらの最新
の診断と治療に関する知見を総合的に掲載し知識
を整理しえたものと確信している．
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主題 linitis plastica型胃癌─病態と診断・治療の最前線

序 説 linitis plastica 型胃癌─病態と診断 治療の最前線 東京都保健医療公社東部地域病院 内科 浜 田 勉
主 題 linitis plastica 型胃癌の自然史 東京都多摩がん検診センター・消化器科 入口 陽介・他

linitis plastica 型胃癌の初期病変の病理 福岡大学筑紫病院・病理部 西俣 伸亮・他
linitis plastica 型胃癌，特にその初期病変の診断
─ 線診断を中心に 早期胃癌検診協会中央診療所 吉田 諭史・他

linitis plastica 型胃癌，特にその初期病変の診断
─ 線診断を中心に 南風病院・消化器科 松田 彰郎・他

linitis plastica 型胃癌初期病変の内視鏡診断 福井県立病院・外科 細川 治・他
linitis plastica 型胃癌，特にその初期病変の診断
─内視鏡診断（EUSを含む）を中心に 藤枝市立総合病院・消化器科 丸山 保彦・他

linitis plastica 型胃癌の治療戦略─外科的治療 国立がんセンター中央病院・外科 深川 剛生・他
linitis plastica 型胃癌の治療戦略（staging診断も含めて）
─内科的治療 静岡がんセンター・消化器内科 今澤 雅子・他

主題研究 スキルス型（linitis plastica 型）胃癌における癌細胞の特性，
治療に向けた将来展望 大阪市立大学大学院・腫瘍外科 平川 弘聖・他

主題症例 対外式超音波が発見契機となったスキルス型胃癌の 1例 川崎医科大学・検査診断学 畠 二郎・他
進展 深達度に苦慮した胃体部“潜在 linitis plastica 型癌”の 1例 自衛隊中央病院・内科 青野 茂昭・他
遡及的に典型的 linitis plastica 型胃癌までの経過を観察
しえた前，潜在的 linitis plastica 型胃癌の 2例 福岡大学筑紫病院・消化器科 武市 昌郎・他
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